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開会 午後２時40分 

《開会》  

〇消防長（丹羽智博） 

本日は、お忙しい中ご参集賜り、誠にありがとうございます。可茂消防事務組

合消防長の丹羽でございます。 

さて、可茂消防事務組合議会の前議長、澤野伸さんが、可児市議会の議長職を

一旦退任されるとともに、藤井宏之副議長が、本定例会を欠席されたことにより、

本定例会の議長が不在となっております。 

そのような場合は、地方自治法第107条の規定により、年長の議員の方が臨時

に議長の職務を行うことになっております。 

本日の出席議員中、川辺町議会議長の櫻井芳男議員が年長議員でございますの

で、議長席へお願いいたします。  

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

ただ今ご紹介いただきました川辺町議会議長の櫻井でございます。地方自治法

第107条の規定により、臨時議長の職務を務めさせていただきますので、何とぞ

よろしくお願いいたします。 

ただ今の出席議員数は19名です。したがって、地方自治法第113条の規定によ

る定足数に達しております。 

これより令和６年可茂消防事務組合議会第２回定例会を開会いたします。 

日程に入るに先立ち、管理者から発言を求められておりますので、これを許し

ます。 

〇管理者（藤井浩人） 

はい、議長。 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

藤井浩人管理者。 

〇管理者（藤井浩人） 

 開会にあたりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

本日ここに、令和６年可茂消防事務組合議会第２回定例会を招集いたしました

ところ、議員の皆様方には、公私ともにご多用の中、ご参集賜り、心より厚くお

礼申し上げます。 

また、平素は、当組合の運営につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、重

ねてお礼申し上げます。 

さて、本日、ご提案申し上げます案件は、予算に関するもの１件、決算認定に

関するもの１件の計２件でございます。 

議案の詳細につきましては、事務局から説明いたしますので、ご審議賜ります



 

よう、お願い申し上げまして、開会の挨拶とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

 次に、消防長から可茂消防事務組合の現況報告について、発言を求められており

ますので、これを許します。 

〇消防長（丹羽智博） 

はい、議長。 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

丹羽智博消防長。 

〇消防長（丹羽智博） 

現況の報告と共に一言ご挨拶を申し上げます。 

日頃、皆様方には、当組合の業務運営に格別のご理解とご指導を賜り、心より

厚くお礼を申し上げます。 

まずは、庁舎建設計画に基づく新庁舎建設工事について、南消防署西可児分署

につきましては、可児市と交わした確認書に基づき、用地の取得及び敷地の造成

業務について、全ての業務が10月11日に完了しました。 

新庁舎の建設工事については、令和７年２月末の工事完了を目指し、現在、外

壁及び配管・配線工事を行っているところであり、新庁舎が完成次第、通信機器

等の機能を移し、３月下旬に運用を開始する予定です。 

また、南消防署御嵩分署の庁舎建設につきましては、昨年12月の組合議会後に

ご承認いただきました庁舎建設計画に基づき、令和７年度における亜炭鉱廃坑跡

の空洞の充てん工事のため、亜炭鉱廃坑調査・設計業務を今年度、御嵩町にお願

いしております。 

今後、当該調査・設計に基づき、御嵩町から提出されます次年度に施工する充

てんのための事業費を当組合の当初予算に計上するとともに、令和８年度に引き

続き造成工事を御嵩町にお願いすることとしており、最終的には、令和９年度に

当組合において、新庁舎の建設工事に着手するスケジュールで進めてまいりま

す。 

次に、昨年、一昨年と過去最多を更新しております救急出場ですが、本年も11

月末現在、出場件数の合計は、9,598件で微減しているものの、既に12月13日で

１万件を超え、昨年に続く件数を見込んでおります。 

こうした状況下において、救急車に傷病者を収容しても搬送先が決まらず、医

療機関への問い合わせ回数が増える搬送不可率の増加とともに、現場での滞在時

間が長くなる傾向にあり、加えて、救急車による搬送が特定の医療機関に集中す

るなど課題がございます。 

また、能登半島地震を踏まえ、岐阜県において今年度改訂予定であります県地



 

震災害等医療救護計画に基づく、災害時の救護所の設置、可茂地域としての計画

や広域での体制についての計画の検討など、課題もございます。 

このことから、医療・救急の課題解決に取り組む組織として当組合が事務局を

担当し、可茂管内の市町村長、７つの救急告示医療機関の代表者、可茂県事務所

長、可茂保健所長及び当組合で構成する組織として、「可茂地域医療・救急対策

協議会」が令和２年11月に設立されました。 

また、この協議会の下部組織として管内市町村の担当部課長及び可茂消防の担

当課長等で構成される運営部会が設置されており、課題解決に向け11月27日に運

営部会を開催させていただきました。 

運営部会では、１つ目として、可茂地域における救急搬送業務の状況とともに、

当組合としての搬送不可率の軽減に向けた取り組みについて、２つ目として、県

において今年度改訂される災害等医療救護計画において、可茂地域の市町村にお

けます災害等医療救護計画について、３つ目として、高次の医療機関や特定の医

療機関に患者さんが集中することを回避するため、高齢者等の下り搬送に対する

評価の見直しを通じた救急医療の提供体制について、協議、共有させていただい

ています。 

つきましては、３月10日に次回の一部事務組合の議会が開催される予定であ

り、管内市町村の首長さん方がお集まりとなることから、その議会後に首長さん

にご出席いただき、「可茂地域医療・救急対策協議会」の開催を予定しておりま

す。 

開催のご案内は、年明けになろうかと思いますが、可茂地域の災害・医療・救急

に関します課題解決に向けた取り組みについて、医療機関、市町村等と連携を図

りながら、進めてまいりたいと考えています。 

なお、増加傾向にある救急出動については、現場での滞在時間などが長くなる

ことで救急隊員の活動時間に影響するとともに、下呂市においては、救急車の衝

突・全焼事故が発生しており、救急件数の増加への対応は国からも「救急隊員の

適正な労務管理の推進について」として、救急隊員の事務も含めた負担軽減、休

憩等の取得など適正な労務管理の取り組みの推進が示されております。 

こうした状況を踏まえ、現在、当組合においては、救急隊をはじめ現場隊員の

夜間における一斉仮眠について協議の場を設け、住民サービスの低下を招くこと

なく、隊員の負担軽減等による適正な労務管理について試行的な運用も含め、推

進を検討しているところです。 

最後になりますが、９月に発生した石川県能登地方を中心とする豪雨災害につ

きましては、９月21日から総務省消防庁長官の求めにより、今年２度目となる緊

急消防援助隊岐阜県大隊として、当組合から救助工作車で出動、10月２日まで第

４次隊までとなる延べ19名の隊員派遣を行ない、輪島市内を中心に、土砂災害や

河川の氾濫区域、河口周辺などでの救助、検索活動にあたり、岐阜県大隊として、

7名の救助にあたりました。 

今後いつ発生するか分からない災害に対し、管内市町村の皆様との更なる連携

強化を図り、災害対応にしっかりと取り組んでまいりますので、一層のご理解と

ご支援を賜りますようお願い申し上げ、現況の報告とさせていただきます。 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 



 

それではこれより、本日の会議を開きます。 

お手元に配布の議事日程に従いまして、議事を進めさせていただきます。 

日程第１「仮議席の指定」を行います。 

仮議席は、ただ今ご着席の議席を指定いたします。 

日程第２、選第２号「議長選挙」を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の

規定により、指名推選にいたしたいと存じます。 

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声〕 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は、指名推選によることに決定しました。 

お諮りいたします。 

指名推選の方法は、臨時議長において指名することにいたしたいと存じます。 

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声〕 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

異議なしと認めます。 

よって、指名推選の方法は、臨時議長において指名することに決定しました。 

それでは私から、本組合議会の議長に、４番、澤野伸議員を指名いたします。 

お諮りいたします。 

ただ今、臨時議長において指名いたしました、澤野伸議員を、本組合議会の議

長の当選人と定めることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声〕 

〇臨時議長（櫻井芳男議員） 

異議なしと認めます。 

よって、澤野伸議員が本組合議会議長に当選されました。 

ただ今議長に当選されました、澤野伸議員が議場におられますので、会議規則

第32条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

それでは、新議長と交代させていただきます。 

【議長交代】 



 

〇議長（澤野伸議員） 

ただ今、議長を仰せつかりました、可児市議会議長の澤野でございます。 

組合議会が円滑に運営できるよう、誠心誠意、努めてまいります。 

皆様の、格別なるご支援、ご協力を賜りますよう、心よりお願いを申し上げて、

簡単ではございますが、就任の挨拶とさせていただきます。 

それでは、お手元の議事日程に従いまして、進行させていただきます。 

日程第３「議席の指定」を行います。 

議席は、会議規則第４条の規定により、私から、４番、私、澤野、５番、伊藤

敬宏議員、６番、林重光議員、10番、櫻井芳男議員を指定いたします。 

なお、先ほど説明があったとおり、16番、藤井宏之議員から、本定例会を欠席

する旨の届出がありましたので、報告いたします。 

日程第４「会議録署名議員の指名」を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、私から、10番、櫻井

芳男議員、11番、加納福明議員を指名いたします。 

日程第５「会期の決定」を行います。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日１日といたしたいと存じます。 

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇議長（澤野伸議員） 

異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。 

日程第６「諸般の報告」をいたします。 

監査委員から、地方自治法第199条第９項の規定による令和６年度定期監査結

果及び地方自治法第235条の２第３項の規定による令和６年５月分から令和６年

８月分までの現金出納検査結果の報告がありました。 

その写しをお手元に配布してありますので、ご確認をお願いいたします。 

日程第７、議第８号「令和６年度可茂消防事務組合一般会計補正予算（第１号）」

を議題といたします。 

議案の朗読を省略して、提出者より提案理由の説明を求めます。 

〇次長（今井肇） 

はい、議長。 



 

〇議長（澤野伸議員） 

今井肇次長。 

〇次長（今井肇） 

それでは、議第８号、令和６年度可茂消防事務組合一般会計補正予算（第１号）

について、ご説明いたしますので、資料番号１、可茂消防事務組合第２回定例会議

案のページをお願いいたします。 

第１条は、歳入歳出それぞれ2,113万８千円を追加し、補正後の総額を29億6,01

3万８千円とするものです。 

それでは、歳出についてご説明いたしますので、８ページ、９ページをお願いい

たします。 

第２款、総務費、第１項、総務管理費、第１目、一般管理費2,113万８千円の増

額について、節ごとにご説明いたします。 

初めに、報酬367万６千円の減額は、今年度、消防本部に配置する会計年度任用

職員について、月額給２名、時間給２名を予定していましたが、現在のところ、月

額給１名、時間給２名の配置となっていることから、月額給の会計年度任用職員

の１名減員にしたことによるものであります。 

次に給料の1,362万４千円の増額は、本年８月の人事院勧告において、民間給与

の状況との比較で2.76％の格差を埋めるため、初任給及び若年層を中心とした、

給与水準の引上げをするよう勧告されたことによるものです。 

次に職員手当等のうち、地域手当32万５千円の減額は、今年度の予算積算時と

比較して、実際に支給を受ける職員数に合わせたことによるものであり、管理職

手当208万円の減額についても同様に、今年度の予算積算時と比較して、実際に支

給を受ける職員数に合わせたことによるものであります。 

また、期末手当854万１千円、勤勉手当680万７千円の増額は、人事院勧告により

それぞれ0.05か月分引上げすることに伴うものであり、児童手当262万５千円の増

額は、児童手当法の改正により、所得制限の撤廃や支給期間を18歳到達後の最初

の３月31日まで延長するなど本年10月分、いわゆる12月支給から、制度の拡充が

行われることに伴うものであり、一般職退職手当負担金61万３千円の増額は、給

与の増額に伴うものであります。 

次に共済費499万１千円の減額は、岐阜県市町村職員共済組合負担金の標準報酬

月額、保険料率及び負担金率が本年２月に改定されたことに伴い、改めて積算し

た結果、減額となるものであります。 

なお、10ページ、11ページは、給料及び職員手当の増減額の明細であり、また1

2ページから14ページは、給料及び職員手当の状況等となりますので、併せてご確

認のほど、よろしくお願いいたします。 

次に、歳入について、ご説明いたしますので、４ページ、５ページをお願いいた

します。 

この補正に必要な財源は、2,113万８千円の全額が一般財源であり、前の３ペー

ジの歳入歳出補正予算事項別明細書に記載のとおり、全額、第７款、繰越金を充当

するものです。 



 

以上で、議第８号、令和６年度可茂消防事務組合一般会計補正予算（第１号）の

説明とさせていただきます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〇議長（澤野伸議員） 

説明が終りましたので、これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

〔「質疑なし」の声〕 

〇議長（澤野伸議員） 

質疑なしと認めます。 

これより、本案を採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案を原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇議長（澤野伸議員） 

異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第８、認第１号「令和５年度可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決算認定

について」を議題といたします。 

議案の朗読を省略して、提出者より提案理由の説明を求めます。 

〇次長（今井肇） 

はい、議長。 

〇議長（澤野伸議員） 

今井肇次長。 

〇次長（今井肇） 

それでは、認第１号、令和５年度可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決算認定

について、ご説明をいたします。 

令和５年度予算においては、可茂消防事務組合総合計画を推進し、「住民に寄り

添い、共に歩み、安全・安心で住みよい街を目指して」という基本理念のもと、後

ほどご説明しますが、「消防・救急」「火災予防」「消防行政運営」「活気ある職

場づくり」の４項目に沿って、事業を推進してまいりました。 



 

また、令和５年度は、令和５年の１年間で救急の出動件数が１万件を超えた救

急業務のほか、本年１月１日に発生した能登半島地震においては、緊急消防援助

隊岐阜県大隊として、可茂消防事務組合から車両６台、隊員を述べ72名被災地に

派遣し、救助活動及び捜索活動にも従事するなど、消防・救急共に職員一丸となっ

て、住民の皆様が安心して生活できるよう、事業を進めてまいりました。 

さらには、地震や豪雨などの自然災害に加え、複雑かつ多様化する災害にも適

切に対応するための体制の整備や充実に向けた事業の実績と合わせて、令和５年

度の決算報告について、ご説明させていただきます。 

最初にお手元の資料番号２、令和５年度可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決

算書により説明いたしますので、２ページ及び３ページをお願いいたします。 

一番下段の歳入合計ですが、予算現額28億8,476万３千円に対し、収入済額の合

計は、27億5,177万1,431円となりました。 

次に４ページ、５ページをお願いいたします。 

一番下段の歳出合計ですが、予算現額28億8,476万３千円に対し、支出済額の合

計は、26億1,268万7,720円、令和６年度への繰越額が２億1,427万８千円、不用額

は5,779万7,280円となり、予算現額に対する執行率は90.6％となりました。 

次に実質収支に関する調書について説明いたしますので、24ページをお願いい

たします。 

区分１の歳入総額は、先ほどご説明しましたとおり、27億5,177万1,431円、区分

２の歳出総額も同様に先ほどご説明しましたとおり、26億1,268万7,720円となり、

区分３の歳入歳出差引額は１億3,908万3,711円、区分４の翌年度へ繰り越すべき

財源は、繰越明許費繰越額として5,786万１千円の一般財源がありますので、区分

５の実質収支額は、8,122万2,711円となります。 

次に25ページをお願いいたします。財産に関する調書について、ご説明いたし

ます。 

１の土地及び建物の公有財産に関しては、前年度から増減はありませんでした。 

２の基金につきましては、財政調整基金は、５万4,525円増加し、決算年度末現

在高は、１億4,621万8,894円、また、消防施設整備基金は、１億1,031万1,424円増

加し、決算年度末現在高は、９億4,513万6,693円となります。 

最後に26ページをお願いいたします。３の物品に関しましては、八百津出張所

に配属する救急車１台を更新していますが、救急車を更新したことに伴い、１台

を廃車しましたので、現在の総数は67台となり、増減はございません。 

次に、資料３、可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決算実績報告書により、歳入

及び歳出の決算状況について、説明いたします。 

３ページをお願いいたします。 

歳入の主な内容についてご説明いたします。 

最初に、第１款、分担金は2,129万８千円の減少の25億5,054万３千円となりま

した。 

次に、第２款、使用料及び手数料は、前年度と比較して189万650円増加の601万

870円となりました。 

増加の主な要因は、消防法に基づく危険物の許可、高圧ガス保安法に基づく高

圧ガスの製造等に関する許可などの許可申請に係る申請手数料の増額によるもの

です。 



 

第３款、国庫支出金は、災害対応特殊救急自動車の整備に関し、緊急消防援助隊 

施設整備費補助金が採択されたことから、1,337万円となりました。 

４ページをお願いいたします。 

第４款、県支出金のうち、県負担金は、前年度にあっては新型コロナウィルス感

染症患者移送費負担金として1,300万1,900円の歳入がありましたが、新型コロナ

ウィルス感染症の分類が５類に移行されたことに伴い、皆減となりました。 

県補助金は、新型コロナウィルス感染症の分類が５類に移行した日が令和５年

５月８日であったことから、それまでの救急搬送実績に対する補助として、岐阜

県新型コロナウィルス感染症患者入院医療機関設備整備費補助金169万円が歳入

となりましたので、差し引き1,131万1,900円の減少となりました。 

第５款、財産収入は、前年度と比較して213万3,969円増加の359万2,949円とな

りました。大幅な増加の要因は、官公庁オークションに出品した救急車２台の売

却代金によるものです。 

第６款、繰入金は、前年度と同様で繰り入れはありませんでした。 

第７款、繰越金は、2,969万5,338円減少の１億3,094万3,536円となりました。 

５ページをお願いいたします。 

第８款、諸収入は、289万8,862円減少の2,812万1,076円となりました。減少の主

な要因は、県からの権限移譲された業務に係る受託事業収入のほか、岐阜県へ派

遣している職員の経費助成金や、職員の研修費用に対する助成金である、岐阜県

市町村振興協会助成金が減少したことによるものです。 

なお、第３項、雑入、第１目、雑入の中で下から３行目にある、日野自動車燃料

補償は、エンジン認証不正により実際の燃費性能が諸元値に満たないことが判明

したことにより、当該エンジンを搭載した車両、中消防署及び南消防署に配置の

はしご車及び水槽車の計４台に対する燃費補償のことであります。 

最後に第９款、組合債は、１億7,010万円減少の1,750万円となりました。大幅に

減少した要因は、施設関係における、高機能消防指令センター部分更新業務と、車

両関係における、東消防署に配置の救急車の更新に伴う組合債、１億8,760万円の

減少によるものです。 

以上、令和５年度の歳入決算額は、前年度と比較して２億1,790万9,481円、率に

して7.3％減少の27億5,177万1,431円となりました。 

次に、６ページをご覧ください。 

歳出の主な内容について、ご説明いたします。 

第２款、総務費は2,826万9,750円増加の21億6,898万8,415円となりました。 

それでは、第１項、総務管理費の主な支出についてご説明いたします。 

第２款、総務費、第１項、総務管理費、第１目、一般管理費のうち、会計年度任

用職員の報酬、職員の給料、職員手当等及び共済費を合計した人件費相当額は、前

年度と比較して3,286万980円増加の20億3,511万1,954円となりました。 

増加の主な要因は、人事院勧告に基づく給与額の引上げ等により給与が1,800万

2,653円増加したほか、職員手当、共済費が増加したことによります。なお、この

人件費相当額の占める割合は、総務費決算額の93.8％、組合全体の歳出総額の

77.9％となっています。 

需用費は、前年度と比較して298万9,707円減少の4,822万1,491円となりました。 

減少の要因は、施設の経年劣化により、庁舎等の修繕料が前年度と比較して120



 

万円増加したものの、極力経費の節減に努め、光熱水費が440万円減少したことに

よります。 

委託料は、前年度と比較して186万6,206円減少の1,794万6,656円となりました。

減少の主な要因は、当組合が使用している勤怠管理システムの機能追加業務及び

公会計システム導入に関する事務処理委託料が減少したことによります。 

７ページをご覧ください。 

使用料及び賃借料は、前年度と比較して83万5,191円減少の1,572万6,409円とな

りました。 

減少の主な要因は、当組合が使用している事務用パソコンのリース期間が令和

６年１月に満了したことによるものです。 

備品購入費は、前年度と比較して77万5,926円増加の815万1,292円となりまし

た。増加の主な要因は、近年の物価高騰の影響により、消防活動に使用する防火服

の購入単価が上昇したことによるものです。 

負担金補助及び交付金は、前年度と比較して93万7,775円増加の1,837万5,883円

となりました。増加の主な要因は、岐阜県消防学校へ入校に関する負担金のほか、

当組合から美濃加茂市へ派遣されている職員と美濃加茂市から派遣されている職

員との人件費の差額分を派遣職員人件費負担金として支出したことによるもので

す。 

次に第２項、監査委員費ですが、年４回の実地及び８回の書面により監査を実

施しており、前年度と比較して微減となる９万8,264円となりました。 

以上が総務費の主な歳出状況になります。 

次に、７ページ中段ですが、第３款、消防費は、前年度と比較して２億8,665万

6,194円減少の２億8,587万7,591円となりました。 

それでは、第１項、消防費の主な支出状況について、ご説明いたします。 

需用費は、前年度と比較して、580万1,913円増加の5,091万8,145円となりまし

た。増加の主な要因は、経年により消防車両や資機材の修繕料が前年度と比較し

て545万円と大幅に増加したことによるものです。 

役務費は、前年度と比較して168万4,114円減少の1,018万3,348円となりました。

減少した主な要因は、車両の点検及び各種資機材の検査手数料が減少したことに

よるものです。 

備品購入費は、145万1,725円減少の1,284万2,453円となりました。減少の主な

要因は、増加する救急件数に対応するため、救急に関する資機材の備品購入費は

120万円、増加しているものの、消防用資機材の購入費が230万円、減少したことに

よるものです。 

次に第２項、施設費の歳出状況について、ご説明いたします。８ページをご覧く

ださい。 

委託料は、前年度と比較して２億7,864万5,262円減少の5,922万5,007円となり

ました。大幅な減少の要因は、前年度に実施した高機能消防司令センターの部分

更新業務が完了したことによるものです。 

工事請負費は、南消防署の照明ＬＥＤ化工事や各署所の雨漏り改修工事を実施

し、前年度と比較して微減の635万8,370円となりました。 

備品購入費は、八百津出張所に配備した救急車、資機材及び装備品に関する、前

年度と比較して微増の3,294万５千円となりました。 



 

積立金は、前年度と比較して1,006万91円減少の１億1,031万1,424円を消防施設

整備基金に積み立てをしております。 

以上が第３款、消防費の歳出状況になります。 

次に第４款、公債費は、前年度と比較して3,237万7,057円増加の１億5,771万

7,214円となりました。増加の主な要因は、高機能消防指令センター部分更新をは

じめ、消防庁舎、救急自動車等、計５件の償還が新たに始まったことによるもので

す。 

なお、令和５年度末時点での組合債残高は、前年度と比較して１億3,856万3,000

円減少の７億5,592万円となりました。 

以上、令和５年度の歳出決算額は、前年度と比較して２億2,604万9,656円、率に

して8.0％減少の26億1,268万7,720円となりました。 

以上、令和５年度の一般会計決算の概要について、資料番号２、令和５年度可茂

消防事務組合一般会計歳入歳出決算書及び資料番号３、令和５年度可茂消防事務

組合一般会計歳入歳出決算実績報告書について、ご説明をさせていただきました。 

資料番号２の令和５年度可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決算書の８ページ

から13ページには、歳入の決算事項別明細書を、16ページから23ページには、歳出

の決算事項別明細書を掲載しておりますので、併せてご確認いただきますようお

願いいたします。 

次に令和５年度の主な事業をご説明させていただきますので、資料番号６、決

算資料2023、10ページ、11ページをお願いいたします。 

最初に、消防・救急関係では、煙が充満する建物内など視界が悪い状況下での捜

索・救助活動時に使用する熱画像直視装置を配備したほか、空気ボンベなどを更

新するなど、消防活動体制の強化を図ったほか、ＡＥＤ等の救急車の積載品の更

新整備のほか、細菌やウイルスを効果的に分解するオゾンガス発生装置や、オゾ

ン水生成器を配備するなど、増加する救急需要と高度化する救命処置への強化を

図りました。 

次に火災予防関係では、防火教室の実施などにより防火思想の普及啓発に務め

ました。 

次に消防行政運営においては、八百津出張所の高規格救急車を更新したほか、

通報者が通信指令課と映像で繋がる「ＬＩＶＥ映像119」導入のため、タブレット

端末を通信指令課に配備しました。 

また、消防救急デジタル無線設備操作部のタッチパネルや直流電源装置などの

交換を行い、通信指令体制の強化を図りました。 

「活気がある職場づくり」においては、警防・救急・予防・無線通信関係など、

高度な専門知識・技術を習得するため、岐阜県消防学校や先進市等に派遣し、実践

力を有する職員の育成を進めました。 

以上が、令和５年度の主な事業の説明となります。 

最後に資料番号４、令和５年度可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決算審査意

見書の１ページをお願いします。 

決算審査につきましては、令和６年８月22日に行っていただき、４の審査結果

にありますとおり、一般会計歳入歳出決算書及び付属書類は関係法令に準拠して

作成され、また、決算の計数は、関係諸帳簿及び証拠書類と照合の結果、いずれも

誤りなく、予算の執行は適正であることをお認めいただいております。 



 

以上、認第１号、令和５年度可茂消防事務組合一般会計歳入歳出決算認定につ

いての説明とさせていただきますので、ご審議の上、ご認定くださいますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

〇議長（澤野伸議員） 

説明が終りましたので、これより質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

〔「質疑なし」の声〕 

〇議長（澤野伸議員） 

質疑なしと認めます。 

これより、本案を採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案を原案のとおり認定することに、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇議長（澤野伸議員） 

異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり認定されました。 

以上をもちまして、本定例会の日程はすべて終了いたしました。 

ここで管理者から発言を求められていますので、これを許します。 

〇管理者（藤井浩人） 

はい、議長。 

〇議長（澤野伸議員） 

藤井浩人管理者。 

〇管理者（藤井浩人） 

閉会にあたりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

ただ今、上程いたしました議案につきまして、全議案原案どおり議決いただき

ましたことに対しまして、厚くお礼申し上げます。 

先ほど、ご報告のとおり、能登半島に対しまして、本年は１月に地震、そして

９月の豪雨災害に対し職員を派遣いたしました。皆様方のご理解に対しまして、

心から感謝を申し上げます。 

今後も、時に被災地の支援、そして何より住民の皆様の安全安心な生活を守り、




